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1 はじめに

我々、大阪大学の研究グループは、多言語の単語や

会話文を一対一で比較できる表形式に整理した多言語

平行資源の構築を進めてきた。これまで発表してきた

会話文資源は、平文テキストの集積であったが、近年、

GDA [1] に基づくXMLタグで表現した文の統語構造

を含む資源の構築 [9, 10]を進めている。今回の発表で

は、資源構築の進行度合いには差があるが、中東・ア

ジアの言語を含む資源の構築結果について報告する。

2 XML化されていない言語資源の

構築

　多数の言語を横断的に検索・比較できるようデー

タ化したものは、対照言語学・言語類型論を研究する

際の基礎データとして意義のあるものだと考える。こ

こでは、単語集と、旅行会話文を中心とした会話文集

を紹介する。多言語間の単語や文の対応で、各言語の

対象とする語彙範疇は単純に一対一対応するものでな

いことは明らかである。しかし単純に一対一対応の表

形式まとめることで、多言語間の対応関係調査を容易

にする第一資料となるものを提供できるのではないか

と考えている。

2.1 多言語単語集

　単語集は、約 5000語の単語を 7言語並列し整理

したものである。単語の選定基準は、日本語使用頻度

順情報 [2] を参照し、その頻度上位のもののうち、日

本語に固有で他言語で対応語を考えることが困難とな

るような語を除き、約 5000語を対象とすることにし

た。対象言語は、アラビア語・ヒンディー語・ペルシ

ア語・英語・中国語・朝鮮語・日本語である。その一

部を図 1に示す。

図 1: 多言語 5000単語集の一部

2.2 多言語会話文集

　会話集は、旅行会話を中心とした約 1000文を 12

言語並列し整理したものである。この文集は、大阪大

学の教員を中心とする我々の研究グループが、各種会

話集から選定し、多言語の翻訳が可能となるよう、各

国独自の項目を改編したものである。文単位に ID番

号を付与し、エクセル表形式で保存している。対象言

語は、アラビア語・スペイン語・英語・トルコ語・ヒ

ンディー語・ペルシア語・日本語・モンゴル語・朝鮮

語・中国語・ベトナム語・タイ語である。このうちの、

スペイン語・英語・トルコ語・ペルシア語・日本語の

５言語においては、会話文をネイティブ話者が吹き込

んだ音声データも構築済みである [4]。その一部を図

2に示す。
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図 2: 多言語 1000会話文集の一部

3 GDAに基づくXML化言語資源

の構築

　前節で紹介した会話文のデータは、１文のテキス

トデータを単純に保存した、いわゆる平文データであ

る。これに対して、言語教育の基盤データとなったり、

自然言語処理システムの有用な参考情報となるため

に、統語情報を中心とする言語学的情報を付与した言

語資源の作成がより重要であろうと考えている。本稿

では、産業技術総合研究所で開発された GDA（大域

文書修飾）に基づく情報を付与した会話文集資源につ

いて報告する。

図 3: XMLデータ作成支援アプリケーション実行画面

3.1 XMLデータ作成作業をサポートする
ソフトウェア

　紹介するXMLデータの作成は、外国語学を専攻

する学生アルバイトに主に担当してもらっている。そ

の作業はXMLSpyなど、XMLエディターで行ってい

るのであるが、XMLデータに不慣れな者が多く、作

業者の確保が困難である。少しでも作業者の心理的負

担を軽減し、作業担当可能な者を増やす目的で、XML

データ作成作業サポートWebソフトウェアを開発し

てきている。これまでの言語処理学会等でその詳細は

発表ずみである [5, 6, 8, 7]。開発したソフトウェア

は、FLASH CS3で開発 (Action Script のバージョン

は 2.0)したものである。GUI操作によって、木構造を

画面上に作っていくことにより、GDAに準拠する統

語情報をXMLタグとして付与できる機能を持つ。こ

のアプリケーションをWebブラウザ上で実行し、文

の木構造表示を行っている画面を図 3に示す。

3.2 XML化言語資源の例

　現時点で、統語情報を付与したデータが完成、あ

るいはほとんど完成の状態にあるのは、日本語、英語、

ペルシア語データである。トルコ語データは基本的な

会話１００文程度の分量が完成している。

ここでは、XMLデータと木構造で示した結果の一

例を図 4に示すことで、成果の概要の提示とする。木

構造の図は、前節で紹介したアプリケーションに、当

該のXMLデータを入力することで、自動的に得られ

る画像をあてはめたものである。
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 日本語 ペルシア語 

GDA 構造化 

XML データ 

<su syn="f"> 

  <np><n syn="f"> 

  <n>私</n> 

  <ad opr="arg">の</ad> 

    <n>名前</n></n> 

  <ad opr="aen">は</ad></np> 

    <vp> 

    <persname>外大太郎</persname> 

  <v>です。</v></vp> 

</su> 

<su syn="f"> 

  <n syn="b" opr="aen"> 

  <n>اسم </n> 

  <n>من </n> 

  </n> 

  <persname>تارو گائيدائی </persname> 

  <v>است </v> 

.</su> 

データの 

木構造表示 

  

 英語 トルコ語 

GDA 構造化 

XML データ 

<su> 

  <np opr="aen" syn="f"> 

    <n>My</n> 

    <n>name</n> 

  </np> 

  <vp><v>is</v> 

  <persname>Taro Gaidai.</persname> 

  </vp> 

</su> 

<su> 

  <n>benim</n> 

    <n>adım</n> 

    <persname>Taro Gaidai.</persname> 

</su> 

データの 

木構造表示 

 
 

 
図 4: GDAに基づく統語情報XMLデータ化した多言

語会話文集の一例
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4 多言語資源の応用

多言語資源の活用のため、携帯端末で表示できるア

プリケーションを開発してきている [3]。これは、開発

した言語データのうち、自然災害等にみまわれた海外

の被災地で救援活動を行う者に役立つ会話データがあ

り、これはそのデータを簡単に使えるよう工夫したも

のである。条件の悪い被災地で活用されることを想定

し、語彙の選択方法や、発音カタカナ表記（現地語の

専門家で無い日本人の利用を想定）、ゼスチャー映像

の表示などが工夫点である。通常のWindows Vista,

Windows7上で動作するアプリケーションであるが、

厳しい被災地環境での利用（Panasonic タフブックな

どの携帯 PC）を想定したシンプルな操作となるよう

工夫も行っている。

図 5: 携帯端末で災害救援用言語資源を表示するアプ

リケーション

5 おわりに

本稿では、大阪大学において、数年にわたり構築を

続けてきている多言語資源の成果紹介を行った。本資

源の構築開始時以降、さまざまな機関が多言語の言語

資源の構築を発表している。我々の研究グループでは、

それらの成果を参考に、各機関と協働して自然言語処

理研究の発展の礎となり、また効果的な言語教育の素

材となりうるような言語資源を構築していきたいと考

えている。特に大阪大学　外国語学部の専攻言語は日

本語を含め 25言語あり、その知的財産の集積となる

よう言語数の増加を図っていきたいと考えている。
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